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おもちも夢も

　　　　膨らむ年に♪

本年も
よろしくお願い

し上げます



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
本
町
行
政
に

対
す
る
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
、
２
期
目
と
な
る
町
政
の
重
責
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
ふ
る
さ
と

多
度
津
の
た
め
に
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
備
え
、
今
年
度
中
で
の
防
災
行
政
無

線
の
配
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
皆

様
が
「
お
互
い
に
助
け
合
い
、
尊
い
生
命
を
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
「
共
助
」
の
精
神
に

基
づ
く
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
引
き
続
き
推

進
し
、災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年

度
に
白
方
小
学
校
と
豊
原
小
学
校
の
体
育
館
の

つ
り
天
井
撤
去
と
整
備
を
行
い
、
豊
原
小
学
校

生
産
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
行
う
６
次
産
業
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
海
産
物
に
つ
き
ま
し
て

も
、
ブ
ラ
ン
ド
「
白
方
か
き
」
の
販
売
促
進
を

図
っ
て
お
り
、
多
種
多
様
な
特
産
品
を
町
外
に

広
め
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
隣

接
地
に
直
売
所
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
農

業
・
漁
業
の
奨
励
は
、
従
事
し
て
い
る
方
々
の

生
活
基
盤
の
安
定
や
就
業
機
会
の
拡
大
に
繋
が

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
も
結
び

つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
。「
就
学
や
就
職
で
一

時
は
多
度
津
町
を
離
れ
た
子
ど
も
が
、
い
ず
れ

は
帰
っ
て
き
て
、
自
分
の
家
族
や
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
の

も
と
、
農
業
・
漁
業
の
経
営
基
盤
を
確
立
し
、

安
定
す
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
前
回
を
さ
ら
に
上
回
る
祭
典
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
幸
せ
の
向
上
と
多
度
津
町
の
発

展
を
願
い
、
町
議
会
の
皆
様
と
も
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
全
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
皆
様
に
と
っ
て
希
望

に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

体
育
館
は
大
規
模
改
修
工
事
も
施
工
し
ま
し

た
。
来
年
度
に
は
多
度
津
小
学
校
と
四
箇
小
学

校
も
体
育
館
の
つ
り
天
井
撤
去
と
整
備
を
進

め
、
白
方
小
学
校
学
習
棟
の
改
築
工
事
に
も
取

り
掛
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
事
完
了
を
も
っ

て
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
等
の
安
心
・
安
全
な

施
設
整
備
が
完
成
し
、
よ
り
豊
か
な
学
習
環

境
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

続
い
て
、
町
の
将
来
像
を
描
く
う
え
で
必
須

条
件
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅

周
辺
の
活
性
化
で
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
Ｊ

Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
、
町

民
皆
様
の
避
難
通
路
と
し
て
の
役
目
を
持
ち
、

児
童
の
通
学
路
と
し
て
も
使
用
し
て
い
る
跨
線

橋
を
建
て
替
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ク
ア
ン

ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
お
よ
び
隣
接
し
て
い
る
約

５
０
０
０
㎡
の
土
地
の
有
効
活
用
、
Ｊ
Ｒ
駅
舎

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
新
し
い
跨
線
橋
に
は
屋
根
を
設
け
、
高
齢

者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
も
利
用
し
や
す
い
よ

う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
跨
線
橋
か
ら
直
接
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
降

り
ら
れ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
も
検
討
中
で

す
。
国
と
県
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
協
働
し
て
出
来
る

だ
け
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
特
産
品
を
活
用
し
た
事
業
展
開
と
し
ま
し

て
は
、「
蒼
の
ダ
イ
ヤ
」
の
オ
リ
ー
ブ
を
は
じ

め
、ミ
ニ
ト
マ
ト
や
い
ち
じ
く
等
の
農
産
物
を
、

多度津町長
丸 尾 幸 雄
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

多
度
津
町
議
会
を
代
表
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
運
営
に
対
し
温
か
い

ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
安
全
保
障
法
案
の

成
立
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
な
ど
日
本
の

将
来
に
影
響
す
る
事
柄
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
若
者
の
声

が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
４
月
に
は
、
消
費
税
が
８
％
か
ら

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
動
い
て
い
ま

す
が
、
日
本
の
景
気
動
向
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
挙
、
５
月
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
等
が
あ
り
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
流
動
的

で
、一
段
と
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

が
、
我
々
議
会
の
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
住
民
を
代
表
す
る
様
々
な
意
見
を

持
っ
た
議
員
が
議
論
を
重
ね
、
合
意
形
成
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

信
頼
さ
れ
る
議
会
運
営
と
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、本
年
も
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実

り
多
き
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
に
多
度
津
中
学
校

と
消
防
庁
舎
が
完
成
し
、
今
年
は
大
型
事
業
と

し
て
、
Ｊ
Ｒ
駅
舎
の
跨
線
橋
と
白
方
小
学
校
の

改
築
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、農
業
の
振
興
や
特
産
品
の
開
発
、

商
工
業
の
活
性
化
を
推
進
し
、
高
齢
者
や
障
害

者
福
祉
の
充
実
、
少
子
化
対
策
な
ど
住
民
福
祉

の
向
上
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
小
学
校
の
施
設
整
備

も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
進
め
る
中
で
、
豊
か
で
住

み
よ
い
活
力
あ
る
多
度
津
町
を
実
現
す
る
こ
と

は
、行
政
お
よ
び
議
会
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。

町
民
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
真
摯
に
議
論
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会
改
革
に
取

組
み
、
昨
年
９
月
定
例
会
か
ら
一
般
質
問
に
お

い
て
「
一
問
一
答
方
式
」
を
追
加
採
用
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
質
問
者
と
答
弁
者
が
対
面
す
る

形
と
な
る
よ
う
質
問
者
席
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
議
場
や
傍
聴
席
の
模
様
替
え
も
行
い
、
議

会
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
皆

様
に
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
参
加
し
や
す
い

「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

非
常
に
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と

に
か
く
何
事
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と

謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町　

長　

丸
尾　

幸
雄

副
町
長　

河
西　

浩
一

教
育
長　

田
尾　
　

勝

他
役
職
員
一
同　

議　

長　

志
村　

忠
昭

副
議
長　

村
井　
　

勉

議　

員　

佐
々
木　

勇　
　

隅
岡　

美
子

　
　
　
　

門　
　

瀧
雄　
　

古
川　

幸
義

　
　
　
　

庄
野　

克
宏　
　

小
川　
　

保

　
　
　
　

尾
崎　

忠
義　
　

村
井　

保
夫

　
　
　
　

渡
邉
美
喜
子　
　

金
井　

浩
三

　
　
　
　

村
岡　

清
�　
　

塩
野　

拓
二

多度津町議会議長
志 村　 忠 昭
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届きましたか？マイナンバーあなたの
家には

マイナンバー「通知カード」が届いている

・届きました！どうすればいい？
　行政機関の窓口等でマイナンバーの提示を求め
られた際に利用できます。ただし本人確認のため

「通知カード」に加えて、運転免許証等の書類が
必要です。
　「個人番号カード」の交付を希望される場合、「通
知カード」は市区町村へ返納しなければなりませ
ん。なお、交付を受けない場合は、大切に保管し
てください。

・「個人番号カード」を申請したいです。方法は？
　「個人番号カード交付申請書」に記入、顔写真
を添付し、返信用封筒で「地方公共団体情報シス
テム機構」へ送付してください。スマートフォン・
パソコン等からも申請できます（当面は無料交付、
再発行は有料）。

町住民課（☎ 33-4480）へ問合せください！
　１１月に皆さまのマイナンバーをお知らせする

「通知カード」を簡易書留（転送不要）でお届け
しましたが、配達時の不在等で届かなかった「通
知カード」が町役場に戻っています。戻ってきた

「通知カード」は、住民課窓口で本人確認のうえ
お渡しします。

　個人番号カードの交付準備が整うと、交付通知
書（はがき）が自宅に届きます。必要書類を持って、
町住民課へお越しください。詳しい受取り方法は
お問合せください。

（個人番号カード見本：おもて）

（個人番号カード：うら）

◎ はい × いいえ

★「個人番号カード」のメリット★
①マイナンバーを証明する書類として
②各種行政手続きのオンライン申請に
③本人確認の際の身分証明書として
④各種民間のオンライン取引等に
⑤様々なサービスがこれ１枚で
など、様々なメリットがあります

マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）
0120-95-0178

英語・中国語・韓国語・スペイン語・
ポルトガル語対応のフリーダイヤル（無料）

・マイナンバー制度に関すること
0120-0178-26

・「通知カード」「個人番号カード」に関すること
0120-0178-27

　　（平　日）9 時 30 分～ 22 時
　　（土日祝）9 時 30 分～ 17 時 30 分

12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く
※英語以外の言語は、平日9時30分〜20時、土日祝9時30分〜17時30分
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■
老
人
ク
ラ
ブ
１
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
１
月
22
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
研
修
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

②
日
時
＝
１
月
29
日
㈮
／
13
時
30
分

　

行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
理
事
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
桃
陵
大
学
１
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
１
月
８
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
１
月
９
日
㈯
／
10
時

　

行
事
＝
長
寿
を
祝
う
会

　

場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
１
月
14
日
㈭
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
幼
稚
園
と
世
代
交
流

（
伝
承
遊
び
）

　

場
所
＝
白
方
幼
稚
園

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

１
月
行
事

５
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

８
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　
　

あ
ん
ま
／
13
時

12
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う
／
11
時

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

13
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

14
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　

健
康
相
談
・
指
圧
／
13
時

15
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

18
日
㈪
あ
ん
ま
／
13
時

19
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

20
日
㈬
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

21
日
㈭
ハ
ン
ド
ケ
ア
／
12
時
30
分

22
日
㈮
体
い
き
い
き
健
康
体
操

／
10
時
30
分

　
　
　

お
話
し
会
／
13
時
15
分

25
日
㈪
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

26
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う
／
11
時

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

27
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　
和
紙
ち
ぎ
り
絵
／
10
時
30
分

28
日
㈭
脳
と
体
を
元
気
に
す
る
体
操

／
10
時
30
分

29
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

お
誕
生
日
会
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

５
日
㈫
・
13
日
㈬
・
19
日
㈫
・

　

27
日
㈬

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

　

場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
洋
画

　

場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

１
階
・
２
階
指
定
壁
面

※
期
間
は
い
ず
れ
も
１
月
４
日
㈪

　

～
29
日
㈮
の
８
時
30
分
～
17
時

　
（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

■
『
ひ
だ
ま
り
』
１
月
講
習

●
12
日
㈫
／
10
時
～
11
時
30
分

　
『
み
ん
な
で
た
の
し
く
歌
お
う
』

　

▽
講
師
＝
郷
木　

ト
シ
子
先
生

【
問
合
せ
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

　

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-

４
７
６
０

　

10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日
㈰
の

２
日
間
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
中
央

公
民
館
・
多
度
津
小
学
校
体
育
館

を
会
場
に
、
第
58
回
多
度
津
町
芸

術
展
（
多
度
津
町
芸
術
同
好
会
主

催
）が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
部
門
よ
り
、
３
３
４
名
の
出

展
者
お
よ
び
町
内
小
・
中
学
生
、

町
こ
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
、

多
度
津
高
校
の
生
徒
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
約
１
，
６
０
０
名
の
方

が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
度
津
地
区
婦
人
会
・

多
度
津
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
多
度
津

町
手
を
つ
な
ぐ
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
、

淡
交
会
多
度
津
分
会
に
よ
る
お
茶

会
、
明
徳
会
図
書
館
に
よ
る
本
の

も
っ
た
い
な
い
市
で
も
、
多
く
の

方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
に
な
っ
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
好
評
で
、
４
９
５
名
の
応

募
者
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
当
選
者

（
敬
称
略
）

▽
町
長
賞　
　
　
　

守
谷　

直
樹

▽
町
議
会
議
長
賞　

石
井　

順
子

▽
県
議
会
議
員
賞　

池
田
美
千
代

▽
教
育
長
賞　
　
　

宮
野　

益
子

▽
芸
術
同
好
会
会
長
賞

新
井　

正
恵
・
亀
代　

敦
弘

柳
原　

海
人
・
小
野　
　

昴

田
淵　

直
矢
・
宮
武　

宏
江

■
『
第
58
回 

多
度
津
町
芸
術
展
』
が
開
催
さ
れ
る
！
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■
サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ
催
し
物
案
内

●
１
月
10
日
㈰

　

多
度
津
町
成
人
式

　

受
付
13
時
00
分

　

式
典
14
時
00
分

●
１
月
24
日
㈰

　
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
Vol.
９

　
林
家
菊
丸
独
演
会

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
13
時
30
分

　

会
場
リ
ハ
ー
サ
ル
室

★
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
！

　

一　

般
＝
１
，
０
０
０
円

　

学　

生
＝
５
０
０
円

（
全
席
自
由
・
税
込
）

　

※
当
日
券
は
、
３
０
０
円
増

★
文
化
事
業
チ
ケ
ッ
ト
情
報
★

●
２
月
13
日
㈯

　
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
　『
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
』

　

開
場
17
時
30
分 

開
演
18
時
00
分

　

Ｓ　

席
＝
４
，
３
２
０
円

　

Ａ　

席
＝
３
，
２
４
０
円

　
　
　
　
（
全
席
指
定
・
税
込
）

★
『
鑑
賞
友
の
会
』
会
員
募
集
★

▽
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
・

　
　
　
　

割
引
等

▽
受
付
開
始
＝
１
月
30
日
㈯
か
ら

※
平
成
28
年
度

　

文
化
事
業
で

　

ご
利
用
に
な

　

れ
ま
す
。

　【
問
合
せ
】

　

サ
ク
ラ
ー
ト
た
ど
つ

☎
33-

３
３
３
０

■
た
ど
つ
柳
壇
（
第
71
回
）

橋
　
ひ
ろ
み
　
選

【
第
一
席
】

鍋
囲
む
足
り
な
い
顔
が
一
つ
あ
る

見　

立　
　
　

髙
島
也
知
子

〔
評
〕
グ
ツ
グ
ツ
と
煮
え
て
い
る

鍋
を
前
に
、
さ
あ
食
べ
る
ぞ
と

箸
を
出
し
た
と
た
ん
に
、
ふ
と

思
い
出
し
た
り
、
今
日
は
ど
う

し
て
来
な
い
ん
だ
ろ
う
と
頭
を

よ
ぎ
る
顔
が
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、

ど
こ
か
で
違
う
鍋
を
食
べ
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
第
二
席
】

こ
だ
わ
り
も
鍋
を
か
こ
ん
で
握
手

で
き

仲
ノ
町　
　
　

香
川
美
代
子

〔
評
〕
同
じ
鍋
で
同
じ
食
材
を
食

べ
つ
つ
酒
も
す
す
み
だ
す
と
、

あ
ゝ
こ
の
人
も
と
て
も
正
直
で

い
い
人
だ
と
分
か
り
は
じ
め
ま

す
。
食
べ
る
満
足
、
し
ゃ
べ
る

満
足
で
い
つ
の
間
に
か
身
も
心

も
ゆ
る
ん
で
、
鍋
の
湯
気
の
中

に
こ
だ
わ
り
も
溶
け
て
ゆ
き
ま

す
。

【
第
三
席
】

シ
ン
プ
ル
に
塩
で
ま
と
め
た
野
菜
鍋

葛　

原　
　
　
　

芝　

義
夫

〔
評
〕
さ
ま
ざ
ま
な
ご
ち
そ
う
鍋

で
、
少
々
食
傷
気
味
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
に
、
そ
の
あ
た
り

に
あ
る
新
鮮
な
野
菜
だ
け
を
あ

っ
さ
り
塩
味
で
食
べ
る
の
は
究

極
の
グ
ル
メ
料
理
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
塩
が

効
い
て
い
ま
す
ね
。

【
佳
　
作
】

鍋
仕
舞
い
う
ど
ん
の
出
番
一
座
待
つ

道
福
寺　
　
　

和
田　

吉
史

【
佳
　
作
】

鍋
囲
み
お
し
ゃ
べ
り
一
番
鍋
二
番

高
松
市　
　
　

高
島　

泰
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
壇

第
72
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
『
読
む
』

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作

品
（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を

楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
２
月
18
日
㈭
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　

多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　
（
〒
７
６
４-

０
０
１
１

　
  

多
度
津
町
栄
町
３-

１-

９
）

☎
33-

０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
９
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
（
11

月
14
日
・
15
日
／
国
立
代
々
木

競
技
場
第
一
体
育
館
）

▽
小
学
２
年
女
子
の
部

　

準
優
勝
＝
曽
根
勝　

沙
也
香

●
松
山
市
長
杯
第
22
回
中
四
国
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
11
月

15
日
／
愛
媛
県
武
道
館
）

【
47
㎏
級
】

　

２
位
＝
山
根　

典
哲

　

３
位
＝
岡　
　

大
翔

【
59
㎏
級
】

　

１
位
＝
岩
井　

皓
陽

　

２
位
＝
葛
岡　

海
斗

【
73
㎏
級
】

　

１
位
＝
田
中　

勝
大

　

３
位
＝
神
原　

弘
渡

●
第
94
回
イ
レ
ブ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
11
月
21
日
／
堀

江
運
動
公
園
）

　

優　

勝
＝
高
島　

節
子

　

準
優
勝
＝
柾　
　

麗
子

　

３　

位
＝
佐
々
木
康
雄

文化教養・スポーツ
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●
平
成
27
年
度
多
度
津
町
柔
道
大

会
（
11
月
23
日
／
多
度
津
町
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

▽
９
歳
以
下
の
部

優　

勝
＝
栁
原　

汐
音

準
優
勝
＝
安
村　

龍
美
花

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
レ
ナ

第
３
位
＝
安
村　

ア
ン
ヘ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

鷹
主
海

▽
12
歳
以
下
の
部

優　

勝
＝
栁
原　

紅
波

準
優
勝
＝
岡
部　

壮
汰

第
３
位
＝
安
村　

愛
優
美

　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ス
ミ
ン

▽
16
歳
以
下
の
部

優　

勝
＝
戸
嶋　

勇
斗

準
優
勝
＝
栁
原　

紅
波

第
３
位
＝
岡
部　

壮
汰

▽
42
歳
以
上
の
部

優　

勝
＝
宮
武　

優

準
優
勝
＝
上
岡　

慎
二

▽
女
子
一
般
の
部

優　

勝
＝
栁
原　

紅
波

準
優
勝
＝
安
村　

愛
優
美

　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
ス
ミ
ン

第
３
位
＝
岡
部　

沙
紀

▽
男
子
一
般
の
部

優　

勝
＝
氏
家　

徹

準
優
勝
＝
尾
崎　

敏
基

第
３
位
＝
香
川　

陽
平

■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●『
朝
の
通
勤
コ
ー
ス
の
楽
し
み
』

　
多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
長

田
尾
　
勝

　

七
時
二
十
分
頃
に
家
を
出
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
登
校

中
の
児
童
に
出
会
う
の
で
元
気
が

出
る
。

　

コ
ー
ス
は
、
南
鴨
の
自
宅
か
ら
、

豊
原
小
学
校
正
門
前
を
南
北
に
走

る
町
道
（
道
隆
寺
か
ら
金
倉
寺
に

向
か
う
遍
路
道
）
を
北
進
し
、
陸

橋
を
西
方
に
向
か
い
、
資
料
館
前

を
通
り
、
桜
川
を
見
な
が
ら
、
役

場
に
到
着
す
る
。

  

そ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
人
の
親

切
に
出
会
う
。

  

交
通
指
導
員
さ
ん
、
地
域
の

方
々
、
保
護
者
の
方
々
、
学
校
の

先
生
方
で
あ
る
。子
ど
も
の
安
全
・

命
を
守
る
た
め
横
断
歩
道
や
交
差

点
で
風
の
日
や
雨
の
日
、
寒
い
日
、

暑
い
日
で
も
立
哨
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

  

ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
家
の
隣

に
は
法
泉
寺
水
源
地
が
あ
り
、
そ

こ
が
集
団
登
校
の
集
合
場
所
に
な

っ
て
い
る
。
上
級
生
が
下
級
生
を

よ
く
世
話
し
て
い
る
。
児
童
は
会

う
と
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
。

　

そ
こ
を
西
へ
進
む
と
、
登
校
の

さ
な
か
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
登
校
す
る

児
童
を
見
か
け
る
。

  

小
学
校
前
の
横
断
歩
道
で
は
、

停
止
し
た
車
の
運
転
手
に
お
礼
の

あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
児
童
に
出

会
う
。
こ
の
道
は
遍
路
道
と
な
っ

て
お
り
、
お
遍
路
す
る
人
を
見
か

け
る
。
そ
の
た
め
、
地
蔵
や
道
標

が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
民
間
信
仰

で
は
、
地
蔵
は
子
ど
も
を
救
う
守

り
神
、
道
案
内
を
す
る
役
割
を
担

う
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
道
中
の

安
全
を
願
う
地
蔵
に
は
、
可
愛
い

よ
だ
れ
か
け
、
そ
し
て
、
花
と
供

え
物
も
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
地

蔵
を
大
切
に
す
る
人
が
い
て
、
そ

の
地
蔵
が
子
ど
も
を
守
る
。
そ
の

地
蔵
の
前
を
通
り
、
子
ど
も
は
登

校
し
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ー
ス
の
所
要
時
間
は
、

十
分
ほ
ど
で
あ
る
。

　

道
は
人
が
行
き
交
う
社
会
で
あ

る
。
今
も
、
道
と
い
う
社
会
に
は

意
外
な
ほ
ど
親
切
が
一
杯
で
あ
る
。

　

一
段
と
寒
く
な
っ
た
今
日
か
ら

は
十
二
月
だ
。

　

到
着
す
る
頃
は
心
も
温
か
く
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

■
善
　
意
（
11
月
分
）
敬
称
略

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

多
度
津
理
容
組
合
、
ひ
ま
わ
り

の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多
度

津
商
工
会
議
所
女
性
会
、
多
度

津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

多
度
津
町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
、
多
度
津
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
同
好
会
、
愛
光
保
育

園
、
Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
四

箇
小
学
校
（
職
場
体
験
）、
多

度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
Ｊ
Ａ
あ
ゆ
み
の
会

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

西
村　

一
夫
（
山　

階
）

　

西
岡　

良
治
（
青　

木
）

　

香
川　

國
富
（
青　

木
）

　

藤
原　

雅
之
（
西
白
方
）

　

佐
藤
美
千
代
（
南　

鴨
）

　

や
ま
し
な
会
（
会
長
・
西
村
一

　

夫
）

■
寄
　
附

◇
多
度
津
地
区
婦
人
会

◇
四
箇
地
区
婦
人
会

◇
白
方
地
区
女
性
ク
ラ
ブ

◇
多
度
津
商
工
会
議
所
女
性
会

◇
Ｊ
Ａ
多
度
津
地
域
女
性
部

　

10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
『
健

康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
』
の
バ
ザ

ー
収
益
金
を
、『
歳
末
助
け
合
い

募
金
』
と
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

スポーツ・親切・人権
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受賞された皆さま、おめでとうございます。
平成２７年秋の叙勲

全国担い手育成総合支援協議会長賞

ディスカバー農山漁村（むら）の宝

第２5回 危険業務従事者叙勲

【旭日双光章】
田中　公敏　氏
（西白方）
元多度津町
議会議員／
地方自治功労

【瑞宝単光章】
倉地　裕一　氏
（三井）
北新建設所長／
専門工事業務功労

　農事組合法人 葛原営農組合（大森金光 代表理事）が、平成２７
年度全国優良経営体表彰の集落営農部門「全国担い手育成総合支援
協議会長賞」を受賞されました。
　これは、農林水産省および全国担い手育成総合支援協議会が、農
業経営の改善や地域農業の振興・活性化に優れた功績を挙げた集落
営農組織を表彰しているものです。
　葛原営農組合は、平成２０年に設立され、農地の利用集積や経営の多角
化等に取り組まれています。また、県の要請を受けて種子麦、種子米の栽
培や「おいでまい」の作付けを行うほか、畜産農家との耕畜連携や酒造メー
カーとの契約栽培、米作り学習や親子うどんづくり体験等の活動を通して、
食育や地産地消等の多様な集落営農活動を展開されています。

　農事組合法人 たどつオリーブ生産組合（秋山義充 代表理事）が、
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第２回選定）に、優良事例
として選定されました。
　これは、内閣官房および農林水産省が「強い農林水産業」、「美し
く活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャ
ルを引き出すことにより地域の活性化、所得向上に取り組んでいる
優良事例を選定し、全国へ情報発信しているものです。
　たどつオリーブ生産組合は、耕作放棄地を利用して県花・県木で
あるオリーブを栽培することにより農地再生を推進し、「蒼のダイヤ」
というブランドで６次産業化を図るとともに、地産地消や町内企業
との連携などの取組みにも貢献されています。

【瑞宝単光章】
佐川　侑　氏
（堀江）
元法務教官／
矯正業務功労

【瑞宝双光章】
安藤　晃　氏
（家中）
元県警視／
警察功労

【瑞宝双光章】
奥田　潔　氏
（葛原）
元四国通商産業局
商工部商工課長／
通産行政事務功労

【旭日単光章】
秋山　義充　氏
（見立）
多度津町農業
委員会会長／
農業振興功労

叙勲・表彰
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期限を過ぎると使

用できないので、

注意してね！

《
お
知
ら
せ
》

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
た
ど
つ

　
共
通
商
品
券
」
の
使
用
期
限

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
「
た
ど
つ
共

通
商
品
券
」
の
使
用
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
使
用
は
お
早
め
に
！

▽
使
用
期
限
＝

　
　

平
成
28
年
１
月
24
日
㈰
ま
で

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
商
工
会
議
所

☎
33-

４
０
０
０

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、

あ
な
た
や
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
町
役
場
住

民
課
の
国
民
年
金
担
当
係
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

等
に
加
入
中
の
方
は
不
要
）

　

学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く
納

付
が
困
難
な
方
に
は
、｢

学
生
納
付

特
例｣

や｢

若
年
者
納
付
猶
予｣

な
ど
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
と

併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
を
！

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、

加
入
記
録
や
納
付
状
況
等
が
こ
の

番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課☎

33-

４
４
８
０

　

善
通
寺
年
金
事
務
所

☎
62-

１
６
６
０

■
年
金
相
談
会
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て
の
年

金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
１
月
28
日
／
10
～
16
時

▽
場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０-

６
５-

４
１
９
２

■
『
白
方
か
き
祭
り
』

中
止
の
お
知
ら
せ

　

白
方
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
毎

年
２
月
に
「
白
方
か
き
祭
り
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
例

年
よ
り
海
水
温
が
下
が
ら
ず
、
過

去
に
な
い
不
漁
と
な
り
、
皆
様
の

期
待
に
お
応
え
で
き
る
収
穫
量
が

確
保
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
ま
す

の
で
、今
年
の
「
白
方
か
き
祭
り
」

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

白
方
漁
業
協
同
組
合

☎
33-

１
２
０
１

■
学
校
給
食
用
物
資

　
納
入
業
者
の
登
録
に
つ
い
て

　

多
度
津
町
学
校
給
食
会
で
は
、

平
成
28
年
度
多
度
津
町
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
の
登
録
申
請
を

受
付
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
業
者
は
、
期
間
内
に

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
学
校
給
食
共
同
調

理
場
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
２
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

▽
場
所
＝
多
度
津
町
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
調
理
場

（
西
港
町
41
番
地
６
）

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
学
校
給
食
会

☎
32-

３
６
１
１

■『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
』

　

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
災
害
時

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
自

主
的
な
防
災
活
動
の
充
実
強
化
を

図
る
目
的
で
、
毎
年
１
月
17
日

を『
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
』

と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
地

震
発
生
か
ら
２
か
月
程
で
全
国
か

ら
延
べ
約
19
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
支
援
を
続
け
、
被
災
地
の
災

害
復
旧
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
今
や
災
害
復
旧
の
現

場
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

近
年
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
避
難
で

き
る
よ
う
に
、
家
庭

で
防
災
用
品
の
準
備

や
避
難
場
所
の
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

（
多
度
津
町
消
防
本
部
）

■
堀
江
自
治
会
が
神
輿
・

　
　
　
獅
子
舞
備
品
を
整
備

　

堀
江
自
治
会（
古
川
幸
義
代
表
）

で
は
、
神
輿
及
び
獅
子
舞
の
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の

整
備
等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。

お知らせ・募集
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■
第
49
回
中
学
生
の
「
税
に

　
つ
い
て
の
作
文
」
入
賞
者

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及

び
国
税
庁
が
共
催
し
た
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
に
お
い
て
、
次
の

多
度
津
中
学
校
の
生
徒
が
入
賞
し

ま
し
た
。

●
丸
亀
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推

　
進
協
議
会
会
長
賞

　

・
藤
原　
　

颯
（
３
年
）

●
四
国
税
理
士
会
丸
亀
支
部
支
部

　
長
賞

　

・
山
地　

泰
誠
（
２
年
）

　

・
田
中　

里
歩
（
２
年
）

●
丸
亀
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

　
合
連
合
会
会
長
賞

　

・
山
田
み
ち
る
（
３
年
）

　

・
坊
上　

皓
哉
（
３
年
）

　

・
千
葉　

彩
夏
（
３
年
）

　

・
三
木　

大
知
（
３
年
）

■
丸
亀
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当
項
目

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与

税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど

が
作
成
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
直
接
、

電
子
申
告
す
る
か
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

普
通
紙
に
印
刷
し
て
、
郵
送
等
で

税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。

▽
国
税
庁 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.nta.go.jp

▽
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.e-tax.nta.

　
　

go.jp

■
さ
ぬ
き
サ
ポ
ス
テ
が
、
若
者
の

　「
働
き
た
い
」
を
応
援
し
ま
す

　

働
く
意
欲
は
あ
る
け
れ
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
踏
み
出
せ
な
い

若
者
を
応
援
し
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

に
よ
る
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
セ

ミ
ナ
ー
、
履
歴
書
作
成
講
座
、
模

擬
面
接
講
座
、
職
場
見
学
、
ジ
ョ

ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

サ
ポ
ス
テ
に
来
る
の
が
難
し
い
場

合
は
出
張
支
援
を
し
ま
す
。
相
談

料
金
や
登
録
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

自
立
に
向
け
た
一
歩
を
サ
ポ
ス

テ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象
＝
職
業
的
自
立
を
必
要
と

し
て
い
る
15
～
39
歳
の
方
と

そ
の
家
族

【
問
合
せ
】

　
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
58-

１
０
８
０

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
１
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

　

16
日
㈯
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

／
午
前
５
名

　

17
日
㈰
木
工
講
座『
お
ひ
な
さ
ま
』

／
午
前
10
名

　

21
日
㈭
古
布
講
座
『
毛
糸
で
作
る
お
花
』

／
午
前
10
名

　

※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　

※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
入
園
・
入
学
お
助
け
講
座

　

手
提
げ
バ
ッ
ク
・
上
靴
入
れ
・

給
食
袋
・
体
操
袋
な
ど
の
簡
単
な

お
直
し
や
手
作
り
し
た
い
お
母
さ

ん
・
お
ば
あ
さ
ん
に
、
ミ
シ
ン
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
ご
都
合

の
良
い
日
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
事
前
予
約
要
・
材
料
持
参

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

ガ
ラ
ス
の
足
型
づ
く
り

　

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

※
１
月
実
施
は
17
日
㈰
・
24
日
㈰

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集

　

屋
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
リ
ユ
ー
ス
学
生
服
・

学
校
用
品
を
は
じ
め
、
不
要
に
な

っ
た
日
用
品
や
衣
類
等
を
リ
サ
イ

ク
ル
目
的
で
販
売
し
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
＝
２
月
14
日
㈰

９
時
30
分
～
13
時

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

▽
店
舗
数
＝
30
店
舗
（
１
ブ
ー
ス

の
広
さ
は
約
畳
２
畳
分
）

▽
参
加
資
格
＝
多
度
津
町
・
丸
亀

市
に
居
住
の
18
歳
以
上
の
方
。

ま
た
、
前
日
13
日
に
搬
入
可

能
な
方
。

▽
参
加
料
＝
１
，
０
０
０
円

▽
申
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
販
売
品
目
を
記
入
の
う

え
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
月
20
日
㈬
必
着
）

※
記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合
は
無

　

効
、
申
込
多
数
時
は
抽
選
。

※
他
人
の
名
前
で
の
応
募
不
可
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

　

〒
７
６
３-

０
０
８
３

　
丸
亀
市
土
器
町
北
一
丁
目
72-

２

■
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
等
に

入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
融
資
額
＝
お
子
さ
ま
１
人
あ
た

　
　
　
　
　

り
３
５
０
万
円
以
内

▽
金
利
＝
年
２
．
０
５
％

　
　
　
　
（
母
子
家
庭
等
の
方
は

　
　
　
　

  

年
１
．
６
５
％
）

▽
返
済
期
間
＝
15
年
以
内

　
　
　
　
（
母
子
家
庭
等
の
方
は

　
　
　

 　

 

18
年
以
内
）

【
問
合
せ
】

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育
ロ
ー
ン

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６

《
募
　
集
》

■
『
多
度
津
町
奨
学
生
』
募
集

　

資
格
者
は
、
町
内
居
住
の
成
績

良
好
か
つ
向
学
心
旺
盛
な
生
徒
及

び
学
生
で
、
学
資
の
支
払
い
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

お知らせ・募集
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●
第
一
種
奨
学
生
（
返
還
不
要
）

▽
対
象
＝
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
（
第
一
学
年
か
ら

第
三
学
年
）
に
入
学
し
た
時

か
ら
奨
学
金
を
受
け
よ
う
と

す
る
中
学
生

▽
募
集
人
数
＝
５
名
以
内

▽
月
額
＝
９
，
９
０
０
円

▽
申
込
み
・
手
続
き
＝

多
度
津
中
学
校
に
て
願
書
等

を
配
布
し
ま
す
。
希
望
者
は
、

指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
多
度

津
中
学
校
へ
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
多
度
津

中
学
校
在
学
生
以
外
の
方
は
、

１
月
12
日
㈫
か
ら
教
育
課
に

て
願
書
等
を
配
布
し
ま
す
。

２
月
１
日
㈪
～
29
日
㈪
ま
で

に
教
育
課
へ
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※『
香
川
県
高
等
学
校
等
奨
学
金
』

等
、
他
の
奨
学
金
を
受
け
る
場

合
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

●
第
二
種
奨
学
生
（
無
利
息
の
貸

　
与
で
あ
り
、
返
還
が
必
要
）

▽
対
象
＝
大
学
・
短
期
大
学
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
入

学
し
た
時
か
ら
、
ま
た
は
在

学
者
で
奨
学
金
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

▽
募
集
人
数
＝
４
名
以
内

▽
月
額
＝

　
　

３
６
，０
０
０
円
（
大
学
等
）

　
　

１
２
，０
０
０
円
（
高　

専
）

▽
申
込
み
・
手
続
き
＝

願
書
は
、
１
月
12
日
㈫
か
ら

教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。
希

望
者
は
２
月
１
日
㈪
～
29
日

㈪
ま
で
に
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法
に
つ
い
て

第
一
種
・
第
二
種
と
も
、
希

望
者
の
世
帯
の
経
済
状
況
、

在
学
（
卒
業
）
校
で
の
学
業

成
績
及
び
面
接
評
価
に
基
づ

き
決
定
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
33-

０
７
０
０

■
「
町
営
住
宅
入
居
者
」
募
集

▽
募
集
住
宅
＝

【
特
定
公
共
家
賃
住
宅
】

　
　

堀
江
新
開 

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ 

１
戸

【
公
営
住
宅
】

　
　

堀
江
新
開 

３
Ｄ
Ｋ 　

２
戸

　
　

堀
江
条
六 

３
Ｄ
Ｋ 　

１
戸

▽
募
集
期
間
＝

　
　

１
月
６
日
㈬
～
１
月
15
日
㈮

※
募
集
要
領
は
住
民
課
窓
口
に
て
、

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課☎

33-

４
４
８
０

■
人
材
育
成
技
能
講
習

●
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
仕

事
を
し
た
い
方（
原
則
60
歳
以
上
）

ま
た
は
会
員
の
方
を
対
象
に
、
子

育
て
の
基
礎
知
識
を
再
確
認
し
て
、

新
し
い
子
育
て
知
識
を
習
得
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
申

込
書
」
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
15
日
㈪
～

　
　
　
　

２
月
23
日
㈫

▽
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
＝
20
名

▽
受
講
料
＝
無
料

▽
申
込
締
切
＝
１
月
15
日
㈮

【
問
合
せ
】

　
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

医療や介護が必要になっても
最後まで自分らしく

●講演内容
（１）最後まで自分らしく
　　 多度津町地区医師会会長
　　 　加藤病院院長　加藤　哲士　先生

（２）一人ひとりが納得のいく旅立ち
　　 グループホーム　みどり
       　介護支援専門員　石田原　敦子　氏
　　 　介護福祉士　　　西山　裕貴　氏

（３）尊厳死について
　　  尊厳死協会
　　 　香川県支部会長　福森　誠一　氏

●日　程　1 月 23 日（土）13：30 ～ 15：30
　　　　　　　　　　　　   （受付  13：00 ～）
●会　場　町福祉センター４階　大ホール
●対　象　多度津町民
●入　場　無料
●問合せ　町地域包括支援センター ☎ 33-1138

事前の申込みは必要
ありません。
多数のご来場を
お待ちしています。

地域包括ケア
講演会 パート2

支え合いのしくみつくり

お知らせ・募集
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がん検診を受けましょう！
　がん予防の一つとして、がん検診が大切です。国や県は「がん検診受診率 50％」を目標に掲げています。
受診率向上のため、町では平成 28 年度に下記のことに取り組みます。この機会に、ぜひ受診しましょう。

人間ドックは事前に
申込みが必要です！

各検診の申込みは、
検診受診調査書で！

受付期間　1 月 20 日（水）8 時 30 分～ 2 月 5 日（金）17 時 15 分
申込先　   保健センター（☎ 32-8500）
※各実施機関とも先着順とし、定員になり次第締め切ります。

1　節目年齢の方は、がん検診の自己負担金が無料になります！

2　人間ドックの実施機関に、麻田総合病院を追加します！

節目年齢 無料となる検診
40 歳、45 歳、50 歳、55 歳、60 歳の方 胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・乳がん検診・喀痰検査

20 歳、25 歳、30 歳、35 歳、40 歳の女性の方 子宮頸がん検診

実施機関 香川県予防医学協会
高松市伏石町 2129-2

香川成人医学研究所
坂出市横津町 3 丁目 2-31

麻田総合病院
丸亀市中府町 219

定　　　員 150 名 250 名 250 名

健　診　日
平成 28 年 6 月～ 11 月の指定日
※香川成人医学研究所は、希望の健診日も併せて予約してください。

（詳しくは、検診受診調査書に同封しているチラシをご覧ください。）

対　象　者 多度津町の国民健康保険に加入されている方、及び社会保険の被扶養者の方で健診日において
40 歳～ 74 歳の方

自己負担金 男性：9,500 円、女性：10,000 円と特定健診の自己負担金（国保の方は 500 円、社保の方
は保険者の定める金額）

検診受診調査書の取りまとめを行います

　各ご家庭に「平成 28 年度検診受診調査書」を送付します。2 月 5 日（金）までに
自治会の福祉保健推進員へ提出してください。自治会未加入の方は、保健センターま
たは町福祉保健課へ提出してください。受診希望の有無と、希望しない場合はその理
由（職場や病院で受診するなど）を記入し、必ず返信ください。

がんやがん検診を次のように思っていませんか？

自分はきっとがんには
かからない！

日本人の約２人に１人が
がんにかかるといわれて
おり、誰にでもかかる身
近な病気です。

健康に自信があるから
受けなくても大丈夫！

がんは様々な要因で起こ
る病気です。どんなに気
をつけても完全に防ぐこ
とはできません。

検診でがんが見つかる
のが怖い！

がんは今や不治の病では
ありません。早期発見・
早期治療のためにがん検
診を活用しましょう。

多くの場合、自覚症状
がないまま進行します
が、早期発見・早期治
療で治るがんも増えて
います。生活習慣を整
え、定期的に検診を受
けましょう！

（平成 28 年 4 月 1 日現在の年齢）

お知らせ・募集
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1 月のゴミ収集日
【問合せ】環境課　☎ 33 ｰ 4425
資　源 不　燃 粗　大 可燃

1 区～ 4 区・寿町・
桜川団地

13 日

 8 日
22 日

（2 月 5 日）

  7 日
（2 月 1日）

火
・
金

5 区～7 区
  7 日
25 日

12 日
（2 月 2 日）県営多度津団地

8 区
6 日

9 区
12 日
26 日

14 日
（2 月 4 日）

月
・
木

10 区～12 区・
日の出町

20 日
堀江・学園台・北鴨・
幸町・若葉町 14 日

28 日 19 日
袖

27 日道福寺・桜川東・南鴨・
葛原

15 日
29 日 21日

庄・三井・青木（本村・
金道・青木団地）

（2 月 3 日）

18 日
（2 月 1日） 25 日 火

・
金青木（北山）・山階

  4 日
19 日

（2 月 2 日）
26 日

西白方・奥白方・
見立・東白方（本村）

6 日

  5 日
21日

（2 月 4 日）
28 日 月

・
木東白方（原戸・城ヶ下）・

西港町
  7 日
25 日

12 日
（2 月 2 日）

高　見 8 日・22 日
佐　柳 8 日・15 日・22 日・29 日

お知らせ・募集
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第1４回讃岐うどんつるつるツーデーウォーク

スポーツde婚活 2016

「第70回記念  香川丸亀国際ハーフマラソン大会」に伴う交通規制

出逢いは、きっと近くにある！
スポーツを通して出逢うレクリエーション婚活。

気の合うパートナーを探しませんか？
主催：善通寺商工会議所
       （TEL:6 2 -1124）

●日　程　① 4 月２日（土）／崇徳上皇・へんろ道コース
　　　　　　（5・10・20・35㎞　各コース）
　　　　　② 4 月３日（日）／瀬戸大橋・万葉の島コース
　　　　　　（5・10・20・35㎞　各コース）
●会　場　ＪＲ坂出駅前　市民広場
●受　付　２日間とも各コース次のとおりです。

●対象者　中讃圏域（丸亀市、善通寺市、多度津町、
　　　　　琴平町、まんのう町）に在住する
　　　　　25 ～ 45 歳までの未婚男女各 50 名
●参加費　3,000 円（軽食込）
●場  所   レクリエーション：善通寺市民体育館
　　　　　パーティ：旧善通寺偕行社

●開催日　２月７日（日）
●交通規制
　10 時 25 分～13 時 50 分
　／国道 11号・県道 33 号線
　〔Pikara スタジアム（県立丸亀競技場）
　　　　　　　　　　  ～坂出市京町〕
※時間は変更されることがあります。

【問合せ】
〒 763-0053
丸亀市金倉町 924-1
香川丸亀国際ハーフマラソン
大会組織委員会事務局
TEL 0877（24）6274

公認コースの県道 33 号線を折り返して使用します。コース沿線および周辺住民の
皆様方や、企業の方々にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご支援・ご協力をお願
い申し上げます。

●申込方法　郵送または FAX、ホームページから受付けています。
　　（郵送）　〒 765-0013
        　　　 善通寺市文京町 3-3-3
　　　　　　善通寺商工会議所青年部
　　（FAX）　0877-62-8941
　　（H  P）   http://www.kagawa-konkatsu.com/

●参 加 費　一  般  1,800 円（当日 2,200 円）
　　　　　　中高生 1,000 円（当日 1,200 円）
　　　　　　※２日間でも、１日だけの参加でも同額
　　　　　　※小学生以下は無料（保護者同伴）
●申込期限　 3 月５日（土）※期限を過ぎても受付は
　　　　　　しますが、参加者名簿には掲載されません。
●問 合 せ　讃岐うどんつるつるツーデーウォーク実行委員会
　　　　　　TEL（0877）45-4401
　　　　　　FAX（0877）45-4420

コース 受付開始 出発式 出発時刻
３５㎞

６：００
７：００ ７：３０

２０㎞ ８：００ ８：３０
１０㎞ ８：４０
５㎞ ９：００ ９：４０ １０：００

2/27(sat)

開催決定 !!

中讃圏域♪

お知らせ・募集
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●
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
●

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
水
道
凍
結
に
は
日
頃
か
ら

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　無理に蛇口をひねったり熱湯をかけた
りせずに、露出している水道管に布やタ
オル等を巻きつけてぬるま湯をゆっくり
かける、ドライヤーの温風や低温の暖房
部材を凍結した部分にあてるなどの処置
を行ってください。それでも水が出ない
場合は、町指定の給水装置工事事業者へ
修理を依頼してください。その場合の修
理費用は、住民の方のご負担となります。
　なお、町ホームページに町指定の給水
装置工事事業者一覧を掲載しています。

　外気温がマイナス４度以下になった時
や、一日中氷点下の真冬日が続いた時、
旅行で長期間水道を使用
しない時などは、水道の
凍結が起こることがあり
ます。とくに、屋外の水
栓には注意が必要です。

　水道管や蛇口に、布類やビニールテー
プ、または市販の保温材を巻きつけて保
温すると効果的です。

3 1

2

凍結した場合の対処法 寒さは水道の天敵！

効果的な凍結予防法

多度津町上下水道課　☎ 3 3 - 1 3 0 0

　１１月３０日、豊原小学校で「大蔵流千五郎家茂山狂言会」に
よる狂言鑑賞会が開催されました。これは文化庁の文化芸術によ
る子供の育成事業として全国で巡回公演されているものです。
　公演に関するワークショップを１学期に行い、本公演となる今
回は「附

ぶ す

子」「菌
くさびら

」「蝸
か ぎ ゅ う

牛」の３演目が上演され、「菌」では生徒
の代表が一部を演じました。
　普段見ることのできない狂言の世界を鑑賞することで、日本の
伝統芸能の楽しさや奥深さに触れる貴重な機会となりました。

　１１月１２・１３日、多度津中学校の２年生が警察署・消防署などの公共施設や介護施設などで職場体験を行いました。
　飲食店で接客を行っていた生徒は、緊張しながらも丁寧に笑顔で接する様子が印象的でした。
　今回の経験を通じて、生徒たちは挨拶など社会のルールを学ぶとともに仕事の面白さや大変さも感じ、将来につ
いて考えるきっかけになったのではないでしょうか。

● 伝統芸能「狂言」を間近で鑑賞、そして体験！

● 今の自分が「なりたい自分」を見つける機会！

お知らせ・募集・まちかどズーム
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● 三井保育所
　 おじいちゃん・おばあちゃんと交流

● 親子でオリーブ収穫体験！

● 親子で防災意識を高めよう！「親子防災デイキャンプ」

● 互いの人権を守り、
　 誠実に生きる子どもの育成のために

　１１月２５日、四箇地区公民館の「いき
いきサロン」に、４歳児（ゆり組）・５歳児

（ふじ組）の子どもたちが参加しました。
　地域のおじいちゃんやおばあちゃんに、
園歌「みいのなかよしさん」、うた「みんな
ともだち」、鍵盤ハーモニカ演奏「山の音
楽家」を披露しました。ふれあい遊びでは、
おじいちゃん・おばあちゃんと、わらべう
た「ずいずいずっころばし」や「うさぎと
かめ」の歌に合わせて肩たたきをして、楽
しい一日を過ごしました。

　１１月１５日、農事組合法人たどつオリーブ生産組合（秋山義
充代表理事）による「オリーブ収穫祭」が、たどつオリーブ園地（見
立）で開催されました。
　当日は親子１３組４０名が参加され、「蒼のダイヤ」の名でブラ
ンド化されている多度津のオリーブを、親子で協力しながら約１
時間かけて摘み取りました。
　オリーブの葉っぱの中にはハート型
のものもあり、その葉っぱを探すこと
も楽しみの一つになっていました。
　収穫後、公民館にて生産組合の方々
が調理された数々のオリーブ料理を堪
能され、「こんなに美味しい料理にな
るんだね」と、その深い味わいに感心
されていました。

　多度津町子ども会育成連絡協議会による「親子防災デイキャン
プ」が、１１月２９日に豊原小学校体育館で開催され、７４名の
保護者と児童が参加されました。
　イベントは２部構成で行われ、第１部では、「いつ起こるかわ
からない災害…、もしもの事態に備えて災害時にどうするべきか、
必要な物は何か」をテーマに、町防災担当者から講話を聞くほ
か、各校区の子ども会が作った防災ブースでは、連絡カード作り・
バケツリレー・簡易担架やロープワーク体験などが行われました。
また、消防本部による水消火器や応急処置訓練の後、第２部では、
町子連サポート部が製作したドラム缶風呂に入りました。
　地域の防災士や町防災担当者・消防本部の協力により、参加さ
れた親子は防災について楽しく学び、防災意識が高まる様々な体
験をすることができました。

　幼・小・中学校合同の「人権・同和教
育研究会」が多度津小学校で開催され、
町内の多数の先生方が参加しました。
　研究実践の発表や公開授業の後、それ
をもとに討議が進められました。校種や
校区の枠にとらわれない取組みとなるよ
う、人権感覚を培う教材や指導方法につ
いて、熱心に話し合う先生の様子が見ら
れました。こうした取組みが、本町の人権・
同和教育の推進に貢献しています。

まちかどズーム
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● この声は誰の声かな？

● 「多文化共生講演会」開催

● 一番上手に作った人、だぁれ？

● 第４６回多度津町社会福祉大会

● オカリナの音楽コンサート♪

● 行列のできるうどん店！？

　豊原幼稚園（野田直子園長）で、幼
稚園の先生による人形劇「３匹のこぶ
た」が行われました。園児が親しみの
ある声の人形は、愉快な動きとおどけ
た口調で大笑いさせる場面を演出！最
後に姿を現した先生の「この人形はど
の先生の声でしたか」との呼びかけに
園児は大きな声で答えていました。

　１１月１５日、町国際交流協会主
催の「多文化共生講演会」が、町福
祉センタ―にて開催されました。
　約２年前に来日した県国際交流員の
ハナコ マーガレット スズキ氏（ニュ
ーヨーク出身）を講師に迎え、アメリ
カの友人を日本に招いた時のエピソー
ドやアメリカと日本のクリスマスの過
ごし方の違い、日本に馴染みのないイ
ースターの様子などを、動画や写真を
用いて紹介してくれました。
　講演後には、参加者から多くの質問
や感想があり、「外国にはあまり行っ
たことがありませんでしたが、海外に
興味をもちました。」と外国文化への
理解と興味を深められていました。

　多度津幼稚園（大矢根裕子園長）
では、みんなで手をつなぎダンスを
踊って体を温めた後、かわいいお面
を作りました。園児は目や鼻など顔
のパーツを、糊を使って慎重にペタ
ペタと。その出来映えを周りの友だ
ちと比べて、お互いに褒めあったり
自慢したりしていました。

　１１月３日、町社会福祉協議会主
催の「多度津町社会福祉大会」が開
催され、社会福祉関係者が地域福祉
のあり方を考えるとともに、社会福
祉事業に貢献された方々に表彰状や
感謝状が贈呈されました。
　また、三豊市立西香川病院の大塚智
丈院長から記念講演も行われました。

　四箇幼稚園（渡邉健司園長）で、元
幼稚園長の森口澄子先生による「オカ
リナ音楽コンサート」が開かれました。
園児は森口先生の吹く澄んだ柔らかい
オカリナの音にあわせて、「こいのぼ
り」「まっかな秋」「ジングルベル」な
ど、日本の習慣行事や四季折々の歌を
大きな声で元気よく歌いました。

　白方幼稚園（山本明男園長）で、「親
子うどん作り教室」が開催されまし
た。園児はうどん普及会の方々や保
護者に手伝ってもらいながら、生地
をこねたり麺棒で伸ばしたりと大奮
闘！最後は一生懸命作ったうどんの
あまりの美味しさに「おかわり！」
の声とともに行列ができました。

まちかどズーム
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

１月 18日（月）	
　10:30-12:00	
電話予約をお願いします。

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

人権相談 １月 19日（火）	
　10:00-15:00	

福祉センター
☎33-1110／総務課

行政相談 １月 19日（火）	
　10:00-15:00	

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 １月 15日（金）	
　13:30-15:00	

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

障がい者
生活相談

１月 28日（木）	
　13:30-16:30	

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

こころの
相談日

１月21日（木）	
午後1時 30分～午後4時

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

  １月 １ 日 氏 家 内 科 医 院（京　町）☎ 32-2635

  １月 ２ 日 桃 陵 ク リ ニ ッ ク（本通２）☎ 58-5588

  １月 ３ 日 河 内 病 院（青　木）☎ 33-3113

  １月 10 日 嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科（幸　町）☎ 32-8711

  １月 11 日 し お か ぜ 病 院（堀江４）☎ 33-2545

  １月 17 日 ウ ツ ミ 整 形 外 科（道福寺）☎ 33-1510

  １月 24 日 中 野 小 児 科（道福寺）☎ 32-4532

  １月 31 日 善 紀 ク リ ニ ッ ク（西　浜）☎ 32-7171

  ２月  ７ 日 氏 家 内 科 医 院（京　町）☎ 32-2635

柔道整復  1 月 10 日   藤  木  接  骨  院（ 大通り）　☎ 32-2663
※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設 １日～３日、９日～11日、16日、17日、	
23日、24日、30日、31日	

明徳会図書館 １日～４日、11日、12日、18日、25日、31日、	
２月１日	

町民会館 １日～３日、５日、12日、19日、26日、	
２月２日	

温水プール １日～５日、12日、19日、26日、	
２月２日	

スポーツセンター １日～４日、12日、18日、25日、	
２月１日	

町立資料館 １日～４日、12日、18日、25日、	
２月１日	

※『林求馬邸』の開館日は、1月 3日（日）、2月 7日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

６日㈬ のびのび広場 9:30-12:00 別館

８日㈮ 健康づくり　たんぽぽ教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00

白公
白公

12日㈫ ２歳６か月児健康相談 9:00-10:00 健セ

13日㈬ 乳幼児相談
ママカフェ（のびのび広場合同開催）

9:00-10:00
9:30-11:30

別館
別館

14日㈭ ３歳児健診 13:30-14:30 健セ

15日㈮ 糖尿病予防教室
　「血糖値を上げない上手な食べ方」
健康づくりセミナー
　「ロコモ予防 - 体のバランス力アップ」
生活習慣病予防相談

10:00-11:30

13:30-15:30

13:30-15:00

健セ

健セ

豊婦

18日㈪ 食改　役員会
すくすく相談
すくすく相談（要予約）

9:30-11:00
10:00-12:00
13:30-16:30

健セ
別館
別館

19日㈫ 乳児健診 13:30-14:30 健セ

20日㈬
親子ふれあい広場
　「保育士さんの親子遊び」
献血

10:00-12:00

13:30-16:30

別館

福セ

21日㈭ ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

22日㈮ 白方福祉保健推進員会　研修会
　「認知症予防のためのシナプス
　　　　 ソロジーとリンパケア」
健康づくり　さくら教室
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

10:00-11:30

10:00-11:30
13:30-15:00
13:30-15:00

白公

福セ
福セ
四公

25日㈪ 食改中央研修Ａ 9:30-12:30 健セ

26日㈫ 食改中央研修Ｂ
健康づくり　すまいる教室

9:30-12:30
10:00-11:30

健セ
豊婦

27日㈬ こども相談（要予約）
乳幼児相談
のびのび広場

9:00-16:00
9:00-10:00
9:30-12:00

健セ
別館
別館

29日㈮ 食改豊原地区講習会
健康づくり　四つ葉教室

9:30-13:00
10:00-11:30

豊婦
四公

２歳６か月児健康相談（平成25年６～７月生まれ）、乳幼児相談（平
成27年３月生まれ）、３歳児健診（平成24年５月 21日～６月30
日生まれ）、乳児健診（平成27年８～９月生まれ）	

別館＝別館ピーチ／白公＝白方地区公民館／健セ＝保健センター／豊
婦＝豊原農村婦人の家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館

■納税・納付
納期限 対象税目 期　別

２月１日㈪ 町県民税	
国民健康保険税・介護保険料	
後期高齢者医療保険料	

４期
６期
７期

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ヘルスメイト通信　～料理教室のご案内～

■健康づくり教室に参加しましょう！

■感染予防に努めましょう！

■親子ですくすく、大きく育て！

　当日は白方子育て支援センターの保育士さん、母子愛
育班役員さんの保育もあります。参加希望の方は、事前
に保健センターまでお申込みください。

　地域に暮らす人と人が交流を深め、心をつなぎあえば、
地域ぐるみで健康づくりに取り組めます。各地区での料理
教室に参加し、地域みんなで健康長寿を目指しましょう！

◇ 表　彰 ◇
　１０月７日～９日、神奈川県民ホールで行われた
「平成２７年度健やか親子２１全国大会」において、
豊原地区の中北麻子氏が厚生労働大臣表彰を受賞さ
れました。
　中北さんは、昭和５４年に豊原地区母子愛育班に
入会し、平成４年から豊原地区母子愛育班の班長と
して、また平成２６年度から現恩師財団母子愛育会
の香川県支部長として地域の子育て支援にご尽力さ
れています。

◇インフルエンザ・肺炎対策
　１．こまめな手洗い、うがい
　２．マスクの着用　
　　　（咳エチケットの実行）
　３．十分な栄養や休養
　４．予防接種をうける

◇ママカフェで楽しいひとときを

　妊娠中に気になることや「赤ちゃんの体重が気になる」
「卒乳っていつごろするの」など、お子さんやお母さん自
身のことなど、何でもお気軽にご相談ください。

◇助産師さんによるすくすく相談

☆昨年度参加したママの感想

【時　　間】９時３０分～１２時３０分
【準 備 物】エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具・
　　　　　 参加費２００円／人
【申込締切】１月２５日（月） ※定員３０名

●糖尿病予防教室
【日 時】１月１５日（金）／１０時～１１時３０分
【内 容】講義「血糖値を上げない上手な食べ方」
　　　　講師：管理栄養士　門井 吾子 先生
【場 所】健康センター２階　多目的ホール

●健康づくりセミナー
【日 時】１月１５日（金）／１３時３０分～１５時３０分
【内 容】講義・実技「ロコモ予防 ～体のバランス力アップ！～」
　　　　講師：健康運動指導士　尾島 文子 先生
【場 所】健康センター２階　多目的ホール

　※参加を希望される方は、事前に保健センターまで
　　お申し込みください。（☎３２-８５００）

【日   時】１月１３日（水）／１０時～１１時３０分
　　　　　　　　　　　　（受付は９時３０分から）
【持ち物】託児に必要なもの（飲み物など）

【日   時】１月１８日（月）・２月１日（月）
　　　　　　１０：００～１２：００（自由参加）
　　　　　　１３：３０～１６：３０（予約制）

「近所に子育て中の友達が出来ました。」
「出産や育児についていろんな話が聞けました。」
など、たくさんの方が参加され、大好評でした！

◇感染性胃腸炎対策
　１．食品は十分加熱する（８５℃で１分以上）
　２．調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒
　３．こまめに手を洗う
　４．嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
　　　ビニール袋に入れてしばって捨てる

１月29日㈮

２月  １ 日㈪

２月  ３ 日㈬

２月  ５ 日㈮

豊原農村婦人の家

町民健康センター

白方地区公民館

四箇地区公民館

葛石　京子
☎３２－７６６２
武田　万理子
☎３３－４３８３
原　久美子
☎３２－２５３８
津村　盛枝
☎３３－０３５４

開催日 場　所 申込み先

（多度津町食生活改善推進協議会）

今月のおはなし会
【問合せ・場所】明徳会図書館　☎３２－３２４６

★「ひまわり」	
　  【日時】１月９日（土）
　　　　   １４時～１４時３０分

★「ライブラリーこぐま」
　  【日時】１月２０日（水）
　　　　　１４時３０分～１５時

絵本の読み聞かせ、
紙しばい、手あそび

などをします♪

◇献血のご協力をお願いします！◇ 
【日時】１月２０日（水）／１３時３０分～１６時３０分
【場所】多度津町総合福祉センター	 	 	
 　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができる	
　　ものをご持参してください。	 	 	

1 月の 予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

■ヘルスメイト通信　～料理教室のご案内～

■健康づくり教室に参加しましょう！

■感染予防に努めましょう！

■親子ですくすく、大きく育て！

　当日は白方子育て支援センターの保育士さん、母子愛
育班役員さんの保育もあります。参加希望の方は、事前
に保健センターまでお申込みください。

　地域に暮らす人と人が交流を深め、心をつなぎあえば、
地域ぐるみで健康づくりに取り組めます。各地区での料理
教室に参加し、地域みんなで健康長寿を目指しましょう！

◇ 表　彰 ◇
　１０月７日～９日、神奈川県民ホールで行われた
「平成２７年度健やか親子２１全国大会」において、
豊原地区の中北麻子氏が厚生労働大臣表彰を受賞さ
れました。
　中北さんは、昭和５４年に豊原地区母子愛育班に
入会し、平成４年から豊原地区母子愛育班の班長と
して、また平成２６年度から現恩師財団母子愛育会
の香川県支部長として地域の子育て支援にご尽力さ
れています。

◇インフルエンザ・肺炎対策
　１．こまめな手洗い、うがい
　２．マスクの着用　
　　　（咳エチケットの実行）
　３．十分な栄養や休養
　４．予防接種をうける

◇ママカフェで楽しいひとときを

　妊娠中に気になることや「赤ちゃんの体重が気になる」
「卒乳っていつごろするの」など、お子さんやお母さん自
身のことなど、何でもお気軽にご相談ください。

◇助産師さんによるすくすく相談

☆昨年度参加したママの感想

【時　　間】９時３０分～１２時３０分
【準 備 物】エプロン・三角巾・手拭タオル・筆記用具・
　　　　　 参加費２００円／人
【申込締切】１月２５日（月） ※定員３０名

●糖尿病予防教室
【日 時】１月１５日（金）／１０時～１１時３０分
【内 容】講義「血糖値を上げない上手な食べ方」
　　　　講師：管理栄養士　門井 吾子 先生
【場 所】健康センター２階　多目的ホール

●健康づくりセミナー
【日 時】１月１５日（金）／１３時３０分～１５時３０分
【内 容】講義・実技「ロコモ予防 ～体のバランス力アップ！～」
　　　　講師：健康運動指導士　尾島 文子 先生
【場 所】健康センター２階　多目的ホール

　※参加を希望される方は、事前に保健センターまで
　　お申し込みください。（☎３２-８５００）

【日   時】１月１３日（水）／１０時～１１時３０分
　　　　　　　　　　　　（受付は９時３０分から）
【持ち物】託児に必要なもの（飲み物など）

【日   時】１月１８日（月）・２月１日（月）
　　　　　　１０：００～１２：００（自由参加）
　　　　　　１３：３０～１６：３０（予約制）

「近所に子育て中の友達が出来ました。」
「出産や育児についていろんな話が聞けました。」
など、たくさんの方が参加され、大好評でした！

◇感染性胃腸炎対策
　１．食品は十分加熱する（８５℃で１分以上）
　２．調理器具やふきんなどは熱湯や漂白剤で消毒
　３．こまめに手を洗う
　４．嘔吐物を処理するときは使い捨ての手袋を用いて、
　　　ビニール袋に入れてしばって捨てる

１月29日㈮

２月  １ 日㈪

２月  ３ 日㈬

２月  ５ 日㈮

豊原農村婦人の家

町民健康センター

白方地区公民館

四箇地区公民館

葛石　京子
☎３２－７６６２
武田　万理子
☎３３－４３８３
原　久美子
☎３２－２５３８
津村　盛枝
☎３３－０３５４

開催日 場　所 申込み先

（多度津町食生活改善推進協議会）
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● ●町の人口について広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

■新着図書のご案内
●『 』みんな輝ける子に

著／明橋 大二　発行／１万年堂出版

●『 』黒板に描けなかった夢

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第33回～
』珈琲店タレーランの事件簿　また会えたなら、あなたの淹れた珈琲を『 著／岡崎 琢磨

定森　英子（家中）

　表紙には「このミステリーがすごい」と帯がかかっていました。でも、ミステリーらしからぬ展
開でした。派手な事件は全く起こりません。殺人事件も、強盗も、ここにはありません。あるのは
ささやかな日常の中で起こるちょっとした事件のみです。でも、それがなかなか素敵なテイスト
を醸し出します。全部で七つの短編ですが、微妙に絡み合って少し長編とも取れます。また、柔
らかな語り口の一人称で書かれているので読みやすいです。
　もしも、読者が珈琲好きなら、更に楽しめます。何故ならば、この本の探偵は「バリスタ」。つま
り、珈琲を美味しく淹れるプロだからです。全編、美味しい珈琲と共に謎が解き明かされていき
ます。物語には、珈琲の知識も欠かせません。謎に引き込まれながら、珈琲通にもなれます。ミ
ステリーの醍醐味は作者のちりばめたヒントをもとに読者が謎を解き明かすことです。読者が
探偵よりも先に謎を解けば、読者の勝ち！逆に謎が解けず、最後まで探偵の言葉を「ほー」と聞くと読者の負け！大きな事
件では様々なトリック、大掛かりな裏付けなどがあります。この本もささやかな謎にもかかわらず、深い洞察力、観察力が必
要になり、ぼーっと読んでいては取り残されてしまいます。残念ながら、今回も読者の私は見事に負けてしまいました。
　「バリスタ」は推理を披露する際、手回しのミルで珈琲豆を挽きながら話します。謎を解き明かした時、きれいに豆も挽き
終わっています。バリスタ、切間美星さんは最後に必ず「今回も、たいへんよく挽けました。」と微笑みます。これが彼女の決
めゼリフです。１篇読み終えると次が気にかかり、次を読むと先が気にかかる。ラストの７篇目には思わず「やられた！」と呟
くほど見事な謎を解き明かしてくれます。続編もありますので、更なる謎をお楽しみいただけます。　

町の人口については、現在『国勢調査２０１５』の集計
作業を行っていますので、集計結果が発表され次第、
掲載を再開します。

～子どもが１０歳になるまでに、
　周りの大人が大切にしたいこと～

著／濱口 瑛士　発行／ブックマン社

～ 12歳、学校からはみ出した
　　　　少年画家の内なる世界～

明けまして
おめでとうございます
新年は１月５日（火）から開館！
本年もよろしく
お願い申し上げます。
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